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200 第三勢力の登場

第三勢力の形成
アジア・アフリカの民族主義運動を背景に独立を達成した諸国の多くは、東西対立に巻き込まれることを避けるため、東

西陣営のどちらにも属さない第三勢力を形成する傾向にあった。

コロンボ会議 1954年 南アジア諸国首脳が集まり

アジア・アフリカ諸国会議の開催・核実験停止を宣言

【1: 】 1954年 インド首相の【2: 】と中国の周恩来(チョウエンライ)

がジュネーブ ※1 で会談し共同で発表した。 1954年

領土・主権の尊重 相互不可侵 ※1 本来はインドシナ戦争休戦のための会議

内政不干渉 平等互恵 平和共存

発展

【4: 】 1955年

【3: 】 1955年 インドネシアのバンドンで開催されたアジア・アフリカ

29カ国の代表が参加 （第２回はいまだに開催されていない）

基本的人権と国連憲章の尊重

主権と領土の保全 発展

単独・集団の自衛権尊重 1960年 「アフリカの年」 17か国が独立。※2

人種・国家間の平等

内政不干渉

自衛権の尊重 60年代は連帯も困難となり「非同盟」がキーワードに！

集団防衛の排除

武力侵略の否定 【5: 】 1961年

国際紛争の平和的解決 第１回はユーゴスラヴィアのベオグラードで開催。

相互協力の促進 アジア・ラテンアメリカ諸国も参加 ※3

正義と義務の尊重

平和共存 民族解放の支援 新旧植民地主義の打破

【6: 】(OAU) アフリカ諸国首脳会議 1963年

が創設された。 1963年 エチオピアのアジスアベバで開催 30カ国が参加

代替

OAU はアフリカ連合（AU）によって代替された。2002年

加盟国53、域内人口約８億、地球上最大の地域統合機構！

非同盟諸国首脳会議とアフリカ連合（AU）に結集するアジア・アフリカ・ラテンアメリカの国ぐには、東西両陣営のいず

れにもくみせず、平和・自主外交を貫く【7: 】※4 と自称している。

なお、厳密には第三世界とは先進資本主義国（第一世界）、社会主義諸国（第二世界）以外の国々をさすので、第三勢力と

は異なるが、第三勢力という意味で第三世界と言う人もいる。

非同盟諸国間にも深刻な矛盾があり、その一つの現れは中印戦争（1962年）である。国境問題から中国とインド

が戦争。停戦しているが今も未解決。

第三勢力に属する国ぐにの大半は、従来の国際分業体制の下では、明らかに不利な立場に置かれてきたが、国際的に団結

することで政治的発言権を高めてきており、彼らも多極的国際社会の一極を担っている。第三勢力のリーダーはインド、

ユーゴスラヴィア、エジプトである。

※2 1957年の【8: 】独立以降、次々と独立し、1960年には一気に17カ国が独立した。後掲。

※3 1961年 第１回はネルーの提唱で、ベオグラードで開催され、ナセル・ティトー・スカルノが出席。 01K

1992年 第10回 ジャカルタ 108カ国 ／ 2003年 第13回 クアラルンプール 114カ国

2006年 第14回 ハバナ 115カ国

※4 フランス革命前の「第三身分」から名付けた

非同盟運動の一翼を担うエジプトでは、1952年にエジプト革命が起きた。詳しくは№195参照。
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アフリカの年に 1960年は「アフリカの年」と呼ばれ、17の国が独立した。

民族対立が続き、米ソの介入があり（旧宗主国は主として英仏）、混乱が続いている。

2001慶応 第３問 1955年～1965年

に独立した国として不適切なものを

３つ選べ。 ①アルジェリア／

②エチオピア／③ガーナ／④ギニア

⑤ケニア／⑥ナイジェリア

⑦ナミビア／⑧リベリア

正解は②⑦⑧

１）「アフリカの年」(1960)に独立

した17の国を全部言えるか。

ちゃんと17あるか、左図で確認

せよ。

□ブルキナファソ オートボルタ

□ガボン

□カメルーン

□コートジボワール

□コンゴ民主共和国

□コンゴ共和国

□セネガル

□ソマリア

□ダホメ

□チャド

□中央アフリカ

□トーゴ

□ナイジェリア

□ニジェール

□マダガスカル

□マリ

□モーリタニア

首都まで言えれば完璧！

キプロスも偶然1960年に独立してい

るが、もちろん上の17か国には含め

てはならない。

２）「アフリカの年」(1960)以前に独立した主な国 （一部である） 上の略図で位置を確認せよ。

①エチオピア 1942年にイギリスの支援で、イタリアから独立を回復。

1974年2月、軍部のクーデタ。9月、皇帝追放。1975年、共和国。1977年以降、メンギスツ政権下で社会主義国家となるも、

内戦で1991年、メンギスツ政権崩壊。なお、1993年5月、エリトリアが分離独立した。エチオピアでは、支配民族は伝統

的にアムハラ人だが、1964年の第１回東京オリンピック最終日のマラソン競技の優勝者、エチオピアの【9: 】

（２大会連続優勝）はオロモ人である。

②リベリア 1847年、①を除けばアフリカで最初に独立した国である。アメリカの植民協会が解放奴隷を入植させたのが起

源であるが、現在、国民の多数が難民化している。

③リビア 1951年12月、イタリアから独立。1969年9月、王政廃止、共和政に移行。【10: 】の独裁政権だった。

2011年8月、激しい市街戦の末、独裁は崩壊した。

④スーダン1956年1月、イギリスから独立。南部で内戦が続き飢餓問題は深刻。2011年、【11: 】が独立した。

両国の国境線はアフリカ人自身が引いた最初の国境線である。

⑤モロッコ ⑥チュニジア 1956年3月、フランスから独立。

⑦ガーナ 1957年3月、【12: 】の指導の下、イギリス連邦内の自治領として独立。サハラ以南で最初の自力

独立の黒人共和国である。

⑧ギニア 1958年10月、フランスから独立。

３）「アフリカの年」(1960)に独立したけれど・・・

⑨チャド 1960年、フランスから独立。1979年～1994年、内戦。幸いにも解決できた。

⑩コンゴ（民主共和国） 1960年独立。 コンゴ動乱(1960-65) №201参照。

⑪ソマリア 1960年、独立。1991年、クーデタ起きる。国連は平和維持部隊（アメリカ軍）を派遣したが効果は薄かった。

ユニセフ親善大使をつとめた『ローマの休日』などで有名な女優の【13: 】は死去する４

カ月前（1992年9月）にソマリアを訪問している。当時のソマリアは、以前彼女が心を痛めたエチオピアやバングラデシ

ュを上回るほどの悲惨な状況にあった。、1994年、アメリカ軍は撤退した。

４）「アフリカの年」(1960)より後に独立した主な国（ほんの一部である） 略図で位置を確認せよ。

⑫ナイジェリア 1963年、イギリス連邦内での独立。 ナイジェリア内戦（1967-70)。№201参照。

⑬ルワンダ 1962年独立。1990年、「ルワンダ内戦」勃発、難民多数を出す。№201参照。

⑭アンゴラ（旧ポルトガル領中央アフリカ） 1962年～独立戦争、1974年独立。№201参照。


